
２０１８年センター試験と「線分比の瞬間公式」について
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図１

「線分比の瞬間公式」

　において，辺を： の比に内分する点を，辺を： の

比に内分する点を，との交点を，と辺の交点をとする。

ここまでが仮定。図１，太線部の比の数字の等しいことがポイント

このとき，チェバの定理およびメネラウスの定理を用いると

　　　　：：　　　：：　　　図２

さらに対称性から図３のようになる，これが結論。この図で覚えればよい

仮定として，上で比が与えられていてもよい。図４
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「瞬間公式」は記述問題では断りなしに使えないだろうが，穴埋め問題や計算のチェックには有効だと思われる。

　　　参考　数研通信８６号（年月）交点の位置ベクトルの瞬間的解法　臼井達哉岐阜県立長良高

例題１　センター試験　数学Ⅰ第５問　　

　，，，の二等分線と辺との交点をとすると

　　　　　：：：　から　
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点を通り点で辺に接する円と辺との交点をとすると，方べきの定理から

　　　　　  

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

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　から　
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

点は直線と直線の交点で，次に



からの長さを求めるのが問題。図５
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図６のように比をとって「瞬間公式」を当てはめると図７になる。数字は線分の長さではなく，比であることに注意

すると容易に次が得られる。
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余談　直線と直線の交点が辺の端点のどちら側かという問いで，比



と



の大小で判断

　　　させているが，分かりにくかった。接弦定理から，＞から＜
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　　　よって　＜　とするのがが簡明では。

　　　円との交点を，との交点をとすると，

　　　はの二等分線，したがって

　　　はの傍心のひとつ。

例題２　センター試験　数学Ⅱ第４問　　
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図８ 図９

　問題の条件を表した図８に「瞬間公式」を当てはめるために

　　　　　：：：

としたものが図９である。これから

とは反対向きで，大きさの比は：であるから　　


  

とは反対向きで，大きさの比は：であるから　　　

となる。










